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   ＣＯＭＰＡＳＳ 

●学園祭 

●学校生活アンケート 

●部活動試合結果 

    

キャリア 

 

校長 菊地 知恵子 

 

〇11月の学校 

 中学校開校40周年の学園祭が終わりまし

た。学園祭実行委員会が中心となり、生徒た

ちはそれぞれが重要な「自分の出番」を担っ

てこの大きな行事をやり遂げました。特に受

付、模擬店、展示物の説明などを担当した3

年生は、しっかりと学園祭を支えていまし

た。自分の発表活動のみならず、友だちの発

表を見る機会であることも重要な要素でし

た。CDE組の劇発表、探究科の同学年でのま

たは先輩のプレゼンを見ての学びであったり

感動であったりは、グッと内面を広げ、深め

ることになったに違いありません。それぞれ

が忙しいながらも、普段の学校生活にはない

充実感を味わいました。11月末の今、生徒の

表情に自信が加わったように感じるのは、そ

んな経験からではないでしょうか。 

 

 今年は制限なく、多くのご家族の皆様にご

来校いただけました。後援会の役割として保

護者の皆様からのお手伝いもいただき、おか

げさまで生徒たちも「祭り」の雰囲気を味わ

うことができました。ご協力まことにありが

とうございました。学園祭を通して、お子さ

んと学校の話題を共有していただけていれば

幸いです。また、多くの卒業生が久しぶりに

母校を訪れてくれたのもうれしいことでし

た。これからも年に一度、卒業生と在校生が

年代を越えて集う機会として続いていくこと

を願います。 

 

〇授業外の講座 

 学期末や休暇中には、授業外の講座を設け

ています。学年・クラスごと、また希望者参

加方式、校内で、校外でなど様々です。今年

度すでに実施したものには以下のものがあり

ます。「ニュースリテラシー教育」講座（読

売新聞社の方の講演）、社会科見学講座（外

部・JICA訪問）、テクノロジー探検隊（外

部・日本科学未来館)、サイエンスラボ（オ

ンライン・東大教授の講座、外部・法政大学

生命科学部研究室での実験講座、外部・国立

天文台の講座参加）、美術館見学講座（外

部・近代美術館訪問）、職業観講演会（銀行

協会の方の講演）、薬物乱用防止教室（小金

井警察より）、防犯教室（小金井警察よ

り）、CDE組のキャリア講座（日本ホテルス

クールの方の講演）。興味から参加し何かの

キッカケを得ることもあるでしょう。過去に

は、入学前の講座から3年間の全理系講座に

参加し理系の高校に進学していった生徒もい

ます。講座参加が、将来自分から外の世界に

飛び出すエネルギーになってくれることも期

待するところです。 

 

〇キャリア教育 

 思春期にあたる中学時代、自立と進路選択

は重要な要素です。CDE組で「キャリア教

育」を重点としていますが、それはCDE組に

限ることではありません。決して就労のため

ではなく人生全般に向けての教育を目指すに

しても、各々が違う人生であるからには？ 

 最近、テレビ番組でこんな言葉を聞きまし

た。「キャリアとは。自分の特徴を見つけて

磨いていく旅」それぞれに環境が違い、条件

が違う。しかし、選ぶことができる。一人ひ

とりが違うことをむしろ強みにして、自分な

りにポジティブにアウトプットできるのでは

ないか。自分の手の中にあるサイコロの感触

を忘れないように、そんな話でした。これか

ら自分で決めた進路に立ち向かう3年生、心

の芯にしっかりと、『唯一無二の自分』を据

えて進んでいってください。 
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 1･2年AB組による探究科プレゼン、CDE組の劇発表、ステージショー、また受付や展示

案内など、様々な場面で生徒たちが主体的に生き生きと活躍する姿が見られました。今

年は在校生のご家族に加え、入学希望の受験生の方、武蔵野東小学校の児童、卒業生

の来校もあり、久しぶりににぎやかで活気のある学園祭となっています。実行委員の生

徒たちはもちろんのこと、生徒一人ひとりが、来校者をお迎えするという気持ちでそれぞ

れの役割を担ったことで、皆、達成感と充実感を味わうことができました。 

～生徒の感想から～ 

【１年生】 

【２年生】 

【３年生】 

＜AB組＞ 

○探究科のゼミ発表ではスライドではなく口頭で伝えることに関し

て課題がありました。２年生での個人探究や、レポート類などは量

や難易度が高くなるので、今回の反省を活かせるようにしていき

たいです。○劇は式典の日に初めて見たが、面白くてひきこまれ

た。普段はしゃべるのが大変な友達がスラスラとしゃべっていた

り、頑張って声を出そうとしている姿を間近で見て、「ここまで来る

のにどれだけ努力したのだろう。」と思い、感動した。○実行委員

に関しては何もかもが初めてで一日中緊張していました。しかし、

来校者の方に、何かを聞かれた時に答えられたときの達成感や、

人のために行動できたと感じた喜びは一生忘れられないと思いま

す。○CDE組とのペア活動の時に、自分だけで大丈夫か正直不

安もあったが、他のグループと一緒に活動したり、プレイランドの

シフトを手伝ったりしていく中で、だんだん相手の気持ちも分かって

いった。それが、とても嬉しく、仲が深められた気がした。 

＜CDE組＞ 

○練習の時に声を上手に出せず、不安に感じていました。しかし

「ゆっくり、はっきり、大きな声で」を意識して、あきらめずにがんばっ

て声を出しました。○すごく緊張してしまいました。でも母と父に上

手かったよ、と言われてとてもうれしく思いました。○1年生になって

から増えた友だちとがんばった「銀河鉄道の夜」は中学生になって

はじめての大きな思い出になると思います。○演技が意外と難しく

とても大変でした。○ＡＢ組の友人と活動できて良かったと思いま

す。ますますコミュニケーションが深まったと思います。○本番は緊

張したけどゆっくり落ち着いて台詞が言えたのですごく良かったで

す。 

＜AB組＞ 

○探究科の発表では、見やすいスライドはどのようなものか、話

し方はどうすれば良いか、どのような順で話していくと引き込まれ

やすいかなど、他のプレゼンを聞くことで参考にすることができま

した。○友人の探究科の発表を見て、実際にフィールドワークや

実験等を行っていると、説得力が高まると感じた。発表内容がと

ても良く、多種多様な探究テーマで、自分自身が詳しくないことも

学ぶことができた。○探究科のプレゼン後に質問をしている人が

多く、このようなところに目をつけるようにしてみようなど、質問か

ら学ぶことができました。○中学校で2回目の学園祭で、大体流

れがわかっていたので、スムーズに行動することができました。班

のＣＤＥ組の友達に感想を聞いたら、「楽しかった！！」と言ってく

れてうれしかったです。行事だけではなく、清掃の時間などに話を

して、さらに仲良くなっていきたいです。○学園祭の班活動では、友

達の知らなかったことがわかり、新しい一面を発見する良い機会と

なりました。普段コミュニケーションを取る機会がなかなかない人と

も仲良くすることができ、とても充実していたと思います。  

＜CDE組＞ 

○劇で衣装を着るのが楽しかった。大きな声を出すことをがんばり

ました。○劇ではあまり緊張せずに演じられました。裏方のAB組が

大変そうでした。○劇発表は緊張したけどうまくいった。ABの展示

作品が上手だった。○プレイランドでは１等賞は取れませんでした

が、楽しかったです。○東くじのWチャンスとドリームチャンスの先生

の発表が面白かったです。○今年の学園祭はたくさんのことを楽し

むことができ、良かったと思います。○去年よりパワーアップした学

園祭になったと思います。○みんなで仲良くなれて、楽しかった！ 

＜AB組＞ 

○準備をする過程では、ポスターや模擬店ののぼりを作ったり装

飾を手伝ったりと、みんなで協力して行う作業が多く、充実してい

ました。のぼりの作成は、作業中に話し合い分担していく中で、さ

らに仲を深められたように感じます。○40周年という節目の年に、

外部の方々の来校もある素敵な学園祭になりました。想像以上に

盛り上がっているオープニングステージで、親しい仲間たちと楽し

くパフォーマンスをすることもできました。CDE組の展示案内のと

きには、細かいところまで丁寧に作り上げられた作品の数々に、

私自身も感動しました。○今年は初めて劇の大道具を担当し、裏

から練習の様子を見る中で、CDE組の友達の劇発表に向けての

努力を見ることができた。本番は100％以上の出来で、終わったと

きの拍手が自分事のように嬉しかったのを覚えています。○５科

の展示物や生命科のファイルを見返すと、学びの軌跡が見られた

ような気がして、興味深かったです。学園祭は自分の取り組みを振

り返り、成長を実感できる場だと思います。 

＜CDE組＞ 

○今までの学園祭で一番楽しかったです。来年も見に来たいです。

○最後の劇発表、みんなと一緒に舞台に立てたのがすごく嬉しかっ

たです。○心を込めて台詞を言うことができました。〇満足のいく技

能作品ができました。家族からも大好評で嬉しかったです。○劇が

終わったとたんに汗が噴き出て、やりきった感が一番記憶として

残っています。○中学校生活で得た宝物のような思い出の一つで

す。○オープニングステージはとても面白かったです。○卒業生の

先輩に会えて嬉しかったです。○お昼ご飯がとても美味しかったで

す。○中学校最後の学園祭は心に残りました。 
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 学園祭の折に、入学希望者向けに「学校紹介」のコーナーを設け、そこでABクラ

ス対象に行った「学校生活アンケート」の結果を展示しました。生徒たちの学校生

活への意識が窺えるアンケートでしたので、ここに掲載します。 
 

 ※アンケート対象は１～3年ＡＢ組。    
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７，探究科に取り組んでいる（取り組んだ）感想を書いてください。  

 
1年生 
 
 
 
2年生 
 
 
 
 
3年生 

８，好きな給食・おやつランキング  
 

◆ 給食 ランキング 

 ①ジャージャー麺 

 ②カレー 

 ③スパゲッティ 

 ④中華丼 

 ⑤豚丼 

◆ おやつ ランキング 

 ①チョコチップメロンパン、 メロンパン 

 ②銀チョコロールパン 

 ③ドトールコーヒー 

 ④あんぱん 

 ⑤午後の紅茶 

 ★東中生活で一番変わったところは？ 

   ・積極性が身についた。（多数）           

   ・勉強に向けて予定を立て、自主学習をする習慣が身についた。（多数）   

   ・感受性が豊かになり、様々なことについて、自分で考えることができる様になった。 

   ・自分の心を開けるようになり、友達や先生と話すことが楽しくなった。 

 ★東中生を一言で表すと？ 

    元気（８人）    仲良し（４人）    個性的（３人）    優しい（３人） 

楽しい（３人）    いい子（２人）    真面目（２人）    文武両道（２人） 

面白い（２人）    自立（２人）    友愛（２人）    責任感    切磋琢磨 

明るい   団結   素晴らしい   全力   平和   変   知性・根気・友愛  

・ゼミの仲間と役割ごとにやるべきことを果たせたので2年生の個人探究に活かせるよい経験になった
と思います。 

・初めて聖地巡礼ということをして、その地域がどのように取り組んでいるのかや経済効果などを具体
的に調べることができました。他の作品や人の聖地巡礼も行ってみたいです。 

・自分の興味があるものを深く知ることができ、それを探究することができるから楽しい。 
・1年の時より難しくなったし量も増えたから大変だった。でもゼミ探究をやっていたおかげで少し楽 
 だった気がする。好きなテーマでやれるから、嫌々やってる感はない。 
・実験して考察するという繰り返しが今後の糧になり良かった。 
・思っていたよりも遥かに大変だった。しかしながら非常にやりがいを感じた。 
・自分が知りたい分野について調べ、研究する機会があることで、自分がやりたいことを知る一つの
きっかけとなって良かった。 

・自分の興味のある分野について徹底的に調べたり、考察したりして、発表するために見やすくデータなどをま
とめ人の前で発表できる貴重な機会で楽しめました。 

・探究科をやる前までは疑問を疑問のままに残すことが多かったのですが、探究科に取り組んだ後は自分が
持った疑問はちゃんと調べるようになりました。やってよかったと本当に思えます。 
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ダンス部 

●第76回全国中学校・高等学校ダンスコンクール 

           （11/23 日本女子体育大学総合体育館アリーナ) 

         準入賞1位(4位) 「阿修羅、魂の叫び」 

 

バスケットボール部 

●101地区新人大会兼東京都中学校新人大会 

101地区予選会（11/19 小平一中） 

  男子 １回戦 対 国分寺五中   34-89  

  女子 1回戦 対 上水中    11-74 

 

美術部 

●第51回 東京都私立中学高等学校「生徒写真・美術展」 

（11/18～23 東京都美術館にて展示） 

  入選 2年滝本くん  「アクアホール」 

    3年千葉さん  「むぎ」 

   3年遠藤さん  「休日の朝」 

    3年東田さん  「カラフルアンブレラ」 

 

テニス部 

●東京都中学校テニス選手権大会予選第8ブロック大会 

  団体戦           （11/3 立川二中、多摩辺中） 

  男子 3回戦 対 立川二中    1-4  

  女子 2回戦 対 多摩辺中    1-4  

 

 

 

陸上競技部 

●第74回 小金井市陸上競技大会（11/3 学芸大学競技場） 

     (入賞者) ※2.3年生は共通の部、1年生は1年の部 

 3年 高井くん   400m  66.26 2位 

 2年 平井さん   100m  13.43 1位 

 2年 押木さん    走幅跳  4m83 1位 

       400m  65.05 1位 

 2年 渋谷さん   走幅跳 4m41 2位 

 2年 内藤さん   砲丸投 6m26 1位 

 2年 飯島さん   100m  14.09 2位 

 2年 落合さん   400m  73.66 3位 

 2年 藤村くん   走幅跳 5m11 1位 

 2年 竹内くん   砲丸投 6ｍ48 1位  

 1年 磯野さん   砲丸投 5m33 2位 

 1年 沖山さん   400m  83.58 1位 

       走幅跳 3m11 2位 

 1年 原島さん   砲丸投 3m64 3位 

       走幅跳 2m88 3位 

 1年 高橋さん   走幅跳 3m86 1位 

 1年 越智さん   砲丸投 8m08 1位 

 1年 石橋さん   100m  14.39 1位 

 2年 小澤くん   400m  71.31 3位 

 １年女子4×100mR  

    磯野さん 沖山さん 高橋さん 越智さん 59.76 2位 

 共通女子4×100mR  

    南雲さん 石橋さん 内藤さん 落合さん 57.05 2位 

 共通女子4×100mR  

    渋谷さん 平井さん 飯島さん 押木さん 52.80 1位 

  １１月の部活動試合結果 


